
Ⅰ．はじめに

　宮崎県内のスギ集団葉枯症の発生は一ツ瀬川中上流域，耳川中
上流域等の県中北部に集中している（6）。しかし，新たに飫肥
地域，都城地域の県南西部での発生が確認され（9），県内での
本症発生の拡大が懸念されている。
　本症の発生要因として，当初病原菌の関与が疑われたが，その
可能性は低いとされた（6）。また，土壌の養分状態との関係で
調査が行われ，交換性塩基間のバランスの不均衡（1），低養分
状態（4）が発生に関与している可能性が高いとしているが，未
だ解明に至っていない。
　ここでは，前報（1）に引き続き，本症の発生地の土壌特性を
明らかにするため，美郷町内の集団葉枯症の見られる林分を対象
に林分，土壌調査を行ったので，その概要について報告する。

Ⅱ．調査地の概要と調査方法

　調査地は美郷町有林内の１９７０年に植栽されたスギ林である。そ
の面積は３５．５５haで，南北に帯状に広がっている（図－１）。表
層地質は砂岩・頁岩互層，土壌型は適潤性褐色森林土（BD型）
で，転石が多くみられた。
　これまで間伐が定期的に行われ，周囲の同齢のスギ林に比べ
ha当たりの本数密度が低く，最近では２００８年３月に本数率約
２０％〜３０％の間伐が実施されている。本調査地は数年前から集団
葉枯症がみられるようになった（讃井：未発表）。調査は集団葉
枯症のみられる４箇所選び（調査区Ⅰ〜Ⅳ），それぞれに半径
１０mの円形の調査区を設け，個体ごとに黒木ら（6）が示した衰
退度区分を行い，その平均値を調査区の平均衰退度とした。また，
各調査区から針葉を採取し，ＤＮＡ分析用の試料とした。さらに，
集団葉枯症の見られない２箇所を対照区（調査区Ⅴ，Ⅵ）として
設けた。なお，調査区の概要は表－１に示すとおりである。
　土壌は各調査区内で３箇所を選び，表層から５cmごとに１５cm
の深さまで採取し，その一部を分析用試料とした。pH（H2O）は
ガラス電極法，交換塩基については０．０５M酢酸アンモニウム溶
液及び０．０１１４M塩化ストロンチウム溶液で抽出後，原子吸光法
で測定した（7）。

Ⅲ．結果と考察

１．調査林分の特徴と衰退度
　各調査区から採取した針葉をＤＮＡ分析した結果，調査区Ⅰに
ついては，在来種のタノアカと一致したが，その他の区では在来
種との関係は見いだせなかった。
　各調査区の成長及び衰退度の平均値を表－２に示した。本調査
では衰退度３（枝枯〜梢端枯）以上の個体はみられなかった。調
査区Ⅰ及びⅣの平均衰退度は，それぞれ１．６，１．７と高く，同様に
調査区Ⅱ，Ⅲは健全木が含まれていたため０．５，０．６と低い値と
なった。
　葉枯症のみられる調査区Ⅰ〜Ⅳでは，立木本数がha当り２２３〜
４１５本と少なく，胸高直径及び樹高成長が著しい傾向がみられた。
一方，健全な調査区Ⅴ及びⅥの立木本数は葉枯症の区に比べ多く，
また，成長も劣る傾向がみられた。前田ら（8）は同一林分にお
ける葉枯発症の有無と微地形との関係を調査し，胸高直径が大き
くなると，発症の確率が高くなると報告している。本調査でも調
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図－１．調査地の位置



査区Ⅱ及びⅢでは同様な傾向がみられ，また，調査区別の１本当
りの平均幹材積をみると，葉枯症の区では０．９２〜１．５㎥，健全な
区で０．５９㎥となり，個体サイズが葉枯症の発症に影響している可
能性が高いと考えられた。
２．表層土壌の化学性
　各調査区の層位別pHは図－２のとおりである。これまで葉枯
症の発症している林分はそうでない林分に比べpH値は低い傾向
がある（1，3）とされている。本調査林分では，表層から５cm
部位までのpH値は葉枯症の区で４．９〜５．３，健全な区で４．９〜５．１
となり，ほぼ同じか健全な区の方がやや低い値を示した。
　交換性Ca、Mg及びKの層位別含量は図－３，４，５に示すとお
りである。表層から５cm深さまでのCa，Mg及びK含量は葉枯
症の区で，それぞれ７．５〜２０．９，１．５〜３．４，０．４８〜０．７４meq/１００g，
同様に健全な区で８．０〜１４．０，１．７〜１．８，０．５〜０．５２meq/１００gと
なり，いずれの塩基含量も葉枯区，健全区に差はみられなかった。
今矢らは葉枯症の発症に低交換性K条件が関与していると報告
（5）しているが，伊藤（2）や佐々木ら（10）の九州地域の平均
値と比べて同程度かあるいはそれ以上の含量を示した。また，前
報（1）で交換性Ｋ含量に対するCa及びMg含量の比に不均衡が
生じ，これが衰退現象の一因としたが，本調査でも調査区Ⅳ及び
Ⅴを除いてCa含量の比が高い傾向にあった。しかし，健全な調
査区Ⅵでも同様な傾向にあり，養分バランスの不均衡が葉枯症を
引き起こしたとは考えられない。
　本調査では土壌の交換性塩基の欠乏，バランスの不均衡が葉枯
症の発症に影響を及ぼしている可能性は低いと考えられた。今後

は継続的に発症の観察，さらに調査地を増やし，土壌養分，品種，
水分条件及び地形条件との関連について検討する必要がある。
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図－３．層位別交換性Ca含量（meq/１００g）

図－４．層位別交換性Ng含量（meq/１００g）

図－５．層位別交換性K含量（meq/１００g）

表－２．林分の要素
平均衰退度平均H（m）平均DBH

（cm）
立木本数
（本/ha）調査区

１．６２０．１±０．７３６．２±３．１４１５Ⅰ
０．５２１．６±１．３４６．３±７．６２５６Ⅱ
０．６１９．４±１．１４４．７±７．７２２３Ⅲ
１．７２０．２±１．３４６．０±５．９２２３Ⅳ
０１８．４±０．９２９．１±５．５１，０２０Ⅴ
０１５．０±０．９３２．７±４．８６１０Ⅵ

表－１．調査地の概要
備考傾斜度（°）方位斜面位置標高（m）調査区
葉枯１６W斜面上部６４０Ⅰ
葉枯３０S斜面上部６９０Ⅱ
葉枯３１SW斜面上部６５０Ⅲ
葉枯３７SW斜面上部６６０Ⅳ
健全３１SW斜面上部６９０Ⅴ
健全２１SW斜面上部６８０Ⅵ

図－２．各調査区の層位別pH


